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植物組織粉末の加水浸出液 に於ける屈折率の

測定並びに 「粉末浸出液法」に就て1)

纐 纈 理 一 郎

田 口 亮 平

大 村 林 平

(昭和+ぺ年九月+五日受理)

1緒 言

植物燈組織粉末の加水浸 出液の屈折率 を測定す る事によつて求められた 可溶性固形物の濃度を

比較することは,生 態型 を異にする植物の性状殊にその水分關係を比較する上によき効果を持つ事

は,嚢 に纐纈によりて豫報的に公表された ところであ り(1),共 際'(一)從 來普通に行はれて來潅

輩 植物の組織汁の濃度を測定する事は不安定なる含水度によつて影響蓼受けるのに・本法による時

は之がないこと,(二)溶 液の濃度を氷結瓢降下測定法などによつて滲透厘的に測定する時は滲透

墜的には無關係で而も水分保 留上には有効な物質に由 來する濃度を無視す る事となる木利な瓢が ・

あるゐに,屈 折率測定法による時は全可溶性物質の綜合濃度 を示す事となるか ら,そ れだけ利用債

値が高いこと,(三)組 織粉末比重は組織を構成する全乾物の充實度を示 し,屈折率によつて測定 さ

れた濃度は全可溶性物質の綜合濃度を示すものであるから,何 れ も母植物の生理生態を綜合的に考
!

察する上によき根振 となること,而 して實測の結果を見ると爾者は豫期され る如 く互に類似 した利

用効果を持つこと,(四 〉組織粉末浸 出液の調製 は組織粉末比重の測定と共に材料 としては必ず し

恣生植物であるを要 しない し,叉 相當に長 く貯藏され た乾燥材料をも有効に利用 し得るのだから,

生理 ・生態的研究上の便宜を與ふる事大であること等を指摘 したのであるが,本 報告は之等の豫報

的言設に一層 確實なる根撫 を與へ,更 に之等に聯關する研究の範園を廣めた實験の成績を研究本報

として発表する運 びとなつた ものである。

本研究中實験第二及び第 三に使用の材料は教圭員 山下氏か ら提供 された材料である。鼓に之を

記 して同氏の好意を謝す。

II材 料 及實 瞼 法

材料としては教室に於て他の目的のための實 験材料としで使用 した もの を將來叉何かの 目的に

利用 し得るとの豫想の下に保存 し置きたる組織粉末,並 びに本研究のた めに薪たに採取 した生植物

材料を使朋 した。

保存 されてゐた粉末材料か らの浸出液の調製,屈 折率の測定は総て豫報に於て発表 したと同様の

方法によつたのであ り,新 たに採集 した生材料を使用 した場合には,組 織粉末法施行の普通の順序

1)九 州帝國大學植物學教室業続 第100號 .本 研究は丈部省科學研究費によつて行はれたものの一部

である。此威に之を記して謝意を表する。



に從つて生量 ・乾量 ・含水量,粉 末容積,粉 末比重の測定等を行ひ,次 で前記豫報に記載 した方法

によつて浸出液の調製及び屈折率の測定を行つた 。1

なほ生材料を使用 した場合には,最 初材料採取の時に各材料を二分 し,一 部は前記の如 く組織粉

末關係の實験に使用 し,他 の一部は組織墜搾汁調製用に利用 し,・組織汁では氷貼降下法による滲透

塵の測定,或 は屈折率による濃度の測定 を行ひ,時 には比電氣傳導度の測定(第 四實験参照)を も

行つた。而 して組織汁の調製及び屈折率の測定は之が實験室内で行はれた場合(第 一,二,三,四

實験)と 族行先で行はれた場合(第 五,六 實験)と により使用 した器械を異に したから詳 しい記述

はそれぞれの實験成績記載の所に譲る事 とする。

III實 験 成績 及び 考察

實験第一。保存粉末による豫備實験

本實験に使用 した材料は1926年 他の研究目的のために3種 の異なれる土壌(A:腐 植土,B

腐植土2+細 砂土1,C:腐 植土1+細 砂土1)に 培養 した大豆及び コレウスの葉の組織粉末で,

1941年 まで15年 間保存 しあ りたるもの。之 を更めて絶封乾燥せ しめ・粉末比重を測定 し,次 で

粉末加 水浸出液 を調製 した。即ち粉末1.5cm3内 外 を採 り之に5倍 の蒸溜水を加へ,時 々攪拌 し

つつ一害夜30。Cの 定温器内に置き,最 後によく攪拌 し放置 して上澄液を採 り,その屈折率 を測定

し,次 で之 を遠心分離器にかけて,そ の清澄液について再び屈折率を測定 した。測定にはABBE

氏屈折計を使用 し,20。Cに て測定 した 。同一材料にて同義の實験 を2-3回 繰返 し,屈折率測定 も

一實験毎に2回 以上測定を行ひ平均値を採 る事にした(第 一表)。

第 一 表:3種 の異なる土壌に培養された大豆及びコレウスの

葉の組織粉末加水浸水濠に於ける屈折率

いま共の測定域績を見るに,同 「種材料にて も培養土壌の異 なるに從ひ粉末比重に相當の差異あ

るを見 るのであの,粉 末加水浸出液の屈折率に於て も同様の事を見,而 も爾者の順位は全 く一致す

る・而して加水浸 出液の屈折率は遠心分離前 と後 との匠別は殆んどなb。 大豆とコレウスとを比

較すると,粉 末比重も屈折率 もコレウスに於て大なるを見る。



何れに しても粉末比重の大なる材料に於て粉末加水浸出液の屑折率 も大である。併 し此虞に強

て疑 を抱 く者があると,粉 末比重の高い材料は粉末加水浸出液の屈折率 も高いといふ事は,粉 末容

積測定の際に於ける測定上の不公平或は誤差に由來 してゐるのではないかの 黙に不安を持つこと

無 しと言はれない。 よつて次の實験第二の場合 には加水浸 出液を容 積法のみによらず重量法をも

併用する事に よつて,此 種の不安への用意とした。

實験第二。保存粉末による實験

本實験に用ひた材料 も亦他の研究目的のため利用された材料の組織粉末を満2ヶ年 絵 ゆ保存 し

てあつた もので,生 態型 を異に した8種 の植物の主として葉の組織粉末に就て,更 めて粉末比重の

測定 を行ひ,次 で粉末加水浸出液の屈折率の測定を試みたのであ り,本 研究の豫報 として発表 した

のは て1),此實験の成績であつた 。

粉末の加水浸出液は容積法 と重量法 とによつて別タに調製 し,その各 ζに就て,遠 心分離前 と後

との二度屈折率を測定 した 。その成績は豫報に詳記 してあるから,滋 では省略するが,容 積法によ .

つた成績 と重量法によつた成続とは大禮に於て一致 し,粉 末比重の高い材料では浸出液の屈折率 も
'高
いといふ成続は,粉 末容積測定上の不公平或は誤差のみに由來する成績ではなく,粉 末比重の高

い換言すると物質が充實 し水分保留能が高い と認め られる材料に於て,浸 出液の屈折率叉は可溶性

固形物濃度が高いといふ事實の存在を,生 理生態學的に意義あるものとして採上げて差支がない事

が謹明されてゐる黙を見逃 してはならない。

實験第三。保存粉末に よる實験

此實験では實験第二に用ゐた材料の姉妹材料で,二 年前山下氏が(2)他 の目的のために使用 した

生態型を異に した異種植物18種 の中實験第二に用ゐた8種 以外の残品10種 に就て追加實験を

行ひ,全 部18種 材料に就て比較試験を行つた(第 二表)。.

測定の成績を見ると實瞼第;即 ち8種 の代表的材料に就て行つた實験成続を豫報 として発表 し

たところと全 く一致する。即あ本實験成績から立言 し得る主要な黙を學げて見ると,(一)先 づ浸

出液 調製法として容積法を採 つた場合と重量法を探つた場合 とは互に大 盤向義の結果に到着する

のであり,な ほ重量法によつた浸 出液の濃度から容積法によつて求めた浸出液に相當する溶液の濃

度に換算する事によつて 求めた換算濃度(第 三表中央縦列参照)と 容積法によつた ものの濃度 と

を比較 して見ると,爾 者が甚だよく一致するのを見る。之等のことは隔するところ容積法によつて

求められた成続が粉末容積 測定上の不公平或は 誤差に由來する外見的域績 ではないかとの不安を

L掃 する課である。

メご)屈 折率測寒に際 し浸出液を運心器にかけると液の透明度を幾分高める事となるが,遠 心器

にかけない前の単なる上 澄液でも十分に屈折率測定可 能な透明度 を持つのが 常であるから特殊の

場合の外は此目的の爲に遠心 器にかける必要はない。浸出液の遠心分離前 と後 とめ屈折率測定の

結果を見ると,前 後に殆んど匝別がないか或は分離後に於いて僅かに屈折率の低下を見 るのみであ

り・此1か ら見て も遠心分離操作を遣る必要は殆んどない と言ひ得る。勿論遠心分離操作に依て溶



第 二 表:生 態型 を異にもた18種 植物に於げる粉末比重及び組織粉末加水浸

出液の屈折率(濃 度)

組 織 粉 末 加 水 浸 出 液
一

材 料 粉末 ・粉末攣 罐 芽とする 粉糧 量罐 準とする灘 液・・ 醗 汁の
含水量6)

比重 遠心分離前 遠心分離後 、遠心分離後 遠心分離前 滲透塵7)
一

生鯉 勘 名 屈折率濃度噛 握 鹸 僕 度編 折率灘 嘱 榊 灘 ・・囎)
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生
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多 ギ ク 比敷(109)一(107)一(109)(105)一(99)一(97)、(190)(66)

汁 リ ウ ゼ ツ1實 敷0・893134145.731。34125・605・721・33773・201・33793・3353389.635

ラ ン 比 敷(119)一 く101)一(101)〈102)一 一(88)一(90)(90)(87)

植
ム ラ サ キ 實 敷0.7461・34014.871.34014・874・971・33793331・33803・407・57106266
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1)比 数は全材料の総平均値 を100に 探 りた る比敷

2)粉 末容積の5倍 の水を加へて浸出

3)粉 末乾量の ユ0倍 の水を加へて浸田

4)屈 折率からScH6NR.ocK'stableに よつて砂糖濃度(%)に 換算 したもの

5)粉 末乾量に10倍 の水を加へて得た浸出液の濃度から,粉 末容積に5倍 の水 を加へて得た浸出液

の濃度に換算 したもの
「6)7)山 下氏

の論丈附表より韓爲 したもの

液の純度を幾分高め得 るのであるか ら極めて正確を期する必要のある時は 之を行ふ方が よい繹で

あるρ

(三)組 織粉末加水浸出液の濃度は容積法によつた場合でも重量法によつた場合でも,粉 末比重

の高い材料に於て高い棲向を示す鮎に於て一致 してゐる。即 ち今材料18種 をその生態型に從つて

乾生多汁 ・臨生多汗 ・乾生非多汁 ・水生非多汁の四群に分けて,各 群に屡する植物の粉末比重の平

均値を総平均値 を100に 採つた比撒で示 して見ると,夫 々111-111-93-75で あ り,粉 末加水浸出

液の容積法に より遠心分離後のものの屈折率の各群の平均値の比敷を見ると116-128一84・53,同 じ

く重量法により遠心券離後の ものの屈折率の各群の平均値比敷は夫 々108-117-93-71,重 量法によ

つた浸出液か ら容積法によつた ものに相當する溶液濃度に換算 した ものでは,そ れぞれ116-126-

87-51で ある。

此場合容積法によつたの と重量法によつたの とは,同 義の成績を出 してゐるとは言へ,夫 々の枯

料の中粉末比重の大なる材料では重量法によつた域続の債が割合に小さく,反 封に粉末比重の小な

る材料では之が割合に大きく出で,随 つて各材料の比効の開きが重量法によると割合に小さく出て

ゐるのを見る。之は重量法によつ た成続には乾燥物質 の比重の相違に由來す る表示上の誤差が含

まれてゐる事に原因すると認められ る。 随つて此種の研究の場 合矢張 り容積法によつた方がよ り

合理的 な成続が得られるものなる事が示されてゐる。

(四)組 織粉末加水浸出液 の濃度の比較減績と母植物鶴の組織汁の滲透壓 の比較成績 とを照合

すると,爾 者の間に顯著な相運黙を発見するのであ り,前 記四群の植物の粉末加水浸出液の濃度の
コナ

比数(容 積法,遠 心分離後の もの)は それぞれ116-128-84-53で あるのに,滲透壓 ではそれぞれ

59-174-73-92で あ り,滲透壓 の債は浸出液濃度の慣に比 して,乾 生多汁植物に於て顯著に小,盤 生

多汁植物及び水生 非多汁植物に於 て割合に大であるのを見る。.その然る所以は一には組織粉末の

加水浸 出液の濃度は比較 される植物匿の生存 時に於ける含水量の相運に 由來する表示上の誤差が

ないのに,生 植物の組織汁の濃度には之が關係すること,輻二には屈折率測定の方法によつて定めた



粉末加水浸出液の濃度には全可溶性固形物の含度が關與 してゐるのに,液 汁の滲透堅には滲透壓 的

に働 く物質以外の可溶性物質の含度が無關係 となつ てゐる事などの不平等な事 情が加はつてゐる

からであ り,乾 性多汁植物の組織汁の滲透堅が意外に小であるのは,主 として母植物の含水量が大

であることと多量に含まれ てゐる水分保留性の 膠様物質が滲透壓 的に は無關係であることなどに

由來 し,盤 生多汁植物の組織汁の滲透壓 が高いのは,主 として多量に含まれる盤分に由來 し,水 生

非多汁植物の組織汁の滲透堅が割合に高いのは,主 としてその含水量が割合に小であることに由來

するもの と解せられる。

即ち溶液の滲透壓 測定によつて母植物腱の生理生態的事情を比較する場合には,滲 透堅的に働 く

物質及び働かない物質の存否若 しくは量的相違,含 水量の相違若 しくはその変化などによる不平等

なる影饗あることを念頭に置く必要があ り,組 織粉末の加水浸出液の濃度を測定する場合には,含

水量の相違若 しくは変化に由來する影響は之を完封 し得,そ の濃度 を屈折率的に測定する場合には

全可溶性物質の濃度を知 り得る有利な貼があることを銘記すべきである。 随つて組織 粉末の加水

浸出液の屈折率測定なることは,與 へられたる材料若 しくは共の母植物盤に含まれ る全可溶性物質

の含度を知る所以 と塗 り・而も之は刻々変化する事によつて比較成績に表示上の誤差を起させ勝ち

なる含水量からの不公平 なる影響を受けない有利な鮎があ り,な ほ此方法は生植物材料に依 らな く

ても行ひ得る窯に於て,研 究上の便宜を得ること僅少ではない事などを思ひ合せると,一 つの優秀

なる實験生理生態學上の研究法としての債値を認め得るのである。依て我々は之に 「粉末浸出液

法」なる新名稻を付 して記述上㊧便宜を與へ,そ の利用効果につきて今後更に研究の歩を進めたい

と思ふ。

(五)斯 もて此虚に一つの新 らしい 研究法として登場すること 玉松 つた 「粉末浸出液法」 なる

ものは・植物或は一般生物体組織の中に實在する組緯汁の濃度
、(或は個々の溶在物質め含度 を)を

含水量ρ変化には無關係に實在 し得る濃度(又 は含度)と して取扱ふのを第一の使命 とし,粉 末の

一定量に一定適量の蒸溜水を加へ て可及的公平なる操作 を以て浸出液 を調製 してその濃度(叉 は

含度)を 測定するところに操作上の基準があろとなし,比 較材料の性質特にその乾燥物質の比重に

於て大差なき時には,粉 末の一定重量を基準 として浸出液 を製する(重 量法)も 敢て不可なしとす

るも,之 が明かに異 なる場合或は差異不明なる場合等には粉末の一定容積を基準 として浸出液を製

すること(容 積法)を 必要條件とする。 而 して浸出液の濃度測定は時と場合により如何なる方法

によるも勝手であるが,た だ滲透堅的に働 く可溶性物質の濃度 を知るのが 自的でなくL全 可溶性物

質の濃度を知る必要のある場合には,不 用意に滲透壓 の測定を行ふ如きことなぐ,屈 折率の測定其
ホ

他その目的に適った方法を採用 すべきである。

(六)本 研究に於て採用 した粉末加水浸出液の屈折率測定域績が,大 膣に於て組織粉末比重の高

い材料に於て大 と出てゐるのは,前 者は全可溶性物質の存在程度を,後 者は全乾燥物質の含度を示

す瓢に於て,何 れ も組織内物質充實度を示す一方の目安た り得ることに於て,互 に一致 してゐる事

に由來する當然な成績と解せられる。換言すると,こ の爾者は何れ も特別例外的な事情の伏在せざ

る限 り,組 織内物質充實度 を推定する研究場面に於て,略 同義の利用効果を持つ ものと認められる。



(七)組 織粉末加水浸出液の屈折率測定によつた濃度(遠 心分離後の)と,組 織粉末比重とが如

何なる程度に平行的關係を持つかに就て,一層 具髄的な資料を得べ く,本 實駿に於ける測定威続か

ら爾者の相關係藪(r)を 算出 し(計 算を簡易ならしめるため蝕では便宜上實鐵の代 りに比効を基礎

とした)た ところによると,

X・・一粉末比重の比敏の偏差

y… 容積法によった浸幽液の濃度の比敷の偏差

ゾ… 重量法にょった浸出 液の濃度の比数の偏差
、

r… 容積法にょった場合の相關係敷

rノ:"重量法によつた場合の相関係 籔

即ち浸出液調製を容積法によつた場合 も重量法によつだ場合 も相當高い湘 關を示 し,殊 に容積法

によつた場合には甚だ高い相關を示す。 此容積法によつた場合の高い相關係 効が粉末容積測定上

の誤差から由來する依怯な成続 と見るべきものではないことは,叡 記の説明 によつて自から明かで

ある。

實験第四。薪採取材料による實験

實験第一乃至第三は保存粉末を以て試みた もので,本 實験は生材料を薪たに採取 して之を行つた 。

即 ち非塵生多汗植物2種,肇 生多汁植物2種 合計4種 を材料 とし,晴 天の 日の翌 日早朝生育現

地に於て成葉を採取 し,型 の如 く順次に生量 ・乾量 ・含水量 ・粉末容積を測定 し,同 時に採取 した

姉妹材料から組織墜搾汁を製 して供試 した。

組織厘搾液の調製は2つ の方法を用ひた。即ち第一法は材料を細切 し更に乳鉢にてよく磨 り潰

して之を墜搾器にかけ,第 二法は材料を細片となし共栓ゐ廣 ロ硝子瓶中に密封 し更にこれを金屡製

密閉器に入れて100。Cの 熱湯中に30分 間浸す事によつて,組 織を熱死せ しめた後墜搾器にかけ

た 。而 して約4分 間に50kg/1cm2ま で歴力を高めて墜搾 した。 斯 くして得た2種 の組織墜搾

液の性状測定に際 しては,先 づ ロクワイに就て,共 の2種 の璽搾浪 に就て,遠 心分離前と後との

屈折率を測定 したところによると,何 れ も遠心分離前後の値が同一であつたので,墜 搾液の屈折率

測定は総て遠心分離後の るののみに就で行ふ事とした9

即略 材料の2種 の組樋 搾灘 それぞれ2分 し,一部は灘 墜測定用として聴rし ,他 の_

,部につき遠心分離操作を施 し,そ の清澄液を更に甲乙に2分 し,そ の各につ き先づ屈折率の測定

を行ひ・次で比電氣傳導度の測定 をも行つた。此際屈折率の測定はABBE氏 屈折計を以て20。C

に於て行ひ・毎回2-3回 の讃み(各 回殆んど同一)の 平均値を採 り,更 に甲乙爾者の平均値を求

めて該材料ゐ値 とした。而 して比電氣傳導度測定は之 と同様毎回2-3回 繰返 した護みの平均値を

探 り,更 に甲乙爾者の平均値を求めたのであるが,方 法ぼWHE寵STONE橋 利用による電氣抵抗測



定法により〆20。Cに 於ける液膣の一邊が1cmの 立方匿の示す抵抗オーム((ihm)値 の逆攣即ち

モー(mho)値 を以て表示することに した 。

いま ロクワイ共他査計四種の材料に就て,磨 潰式歴搾液 と熱殺式墜搾液 との屈折率及び比電氣傳

導度の測定成続を見ると(第 三表),

第 三 表:二 種の異なる調製法によった組織置搾液(遠 心分離操作を行ったもの)
の性状の比較

ロ ク ワ'イ

マ ツ バ ギ ク

ホ ソ バ ノ

ハ マ ア カ ザ

イ ソ控 ハ キ ギ

1)屈 折率からSCH6NROCK'stableに まつて砂糖濃度(%)に 換算したもの

比電氣傳導度に於ては爾種墜搾液の間に殆んど差異を認めない程度に於て,磨 潰式墜搾液の方がや

や高いに過ぎないのであるが輪屈折率或は之から換算 された固形物濃度に於ては,・ クワイでは差

なく,マ ツバギクでは磨潰式塵搾液に於てやや高く,塵 生植物なる他の2の 種では,磨 潰式墜搾液

に於て著 しく高い値 を示 して居 る。これは恐 らく熱殺式墜搾液調製の際 加熱 によつて蛋白質共他

の凝固性膠様物質の凝固不溶性化すう事に由來するもセ)と想像 される。随つて生材料か らの組織液

汁の性状を調査する場合には,厘 搾液調製方法如何によつて結果が異なる事あるを念頭に置き,與

へ られた場合に於ける合 目的なる方法を選ぶことが必要 となつて來る。1

ととろで本研究では組織粉 末加 水浸出液 と生組織 堅搾液 との性欺を比較 するを以て第一の 目的

としてゐるのであ り,前 者は組織粉末製造の際に加熱 され凝固形物質の凝固を來 してゐる筈である

から,生 組織汁の調製 も加熱法によつた方がよいのであ り,又 此方法は從來組織汁調製法として最

も普通に利用され,本 研究の實験第二,第 三に用ひた材料の組織汁も此方法によつ てゐるのである

から(2謬 照)・以下專 ら熱殺式墜搾液のみを考慮に置く事 とする。

次に生材料より得た墜搾液(熱 殺式の)の滲透壓 は,仕 事の順序上一時冷藏 し置きたる液につ

き・其まま即ち遠心分離操作 を省いて,直 ちに氷結瓢降下測定 法によつて之を 求φた 。此際には

BECKMANNの 氷結鮎降下測定装置を利用 した 。

組織粉末加水浸出液調製の方法は豫報(1)に 記載 した ところと大盤同一であるが,鼓 では容積法

即 ち粉末1・5-2cm3vc .5倍 の蒸溜水を珈へ時々攪拌 しρつ24時 間30。Cの 定灘器中に放置 して

浸出させる方法のみを施行 し,重 量法は之を實施することなく,容 積法によつた結果から計算によ

つて粉末重量の5倍 の蒸溜水を加へて得た浸出液の値 を求める事によっで,重 量法施行の代用と

した。而 して浸出液は之を机上に放置して上澄液を探 り,屈折率測定の用に供 し(ABBE氏 屈折計,

2q。C),家 で残液を吸引濾過法によつて清澄ならしめ,(念 めため之によつて再び屈ガ率の測定を行

つたが何れの場合に も豫期の如 く濾過前の成績 と殆んど変 りがなかつたので,煩 雑を避けるためそ



の記述を省く事とした),比 電氣傳導度 及び滲透厘測 定用に供 した 。 此際比電氣傳導度の測定は

前記の塵搾液の場合 と全 く同一の方法により,滲透壓 測定には此場合DRUCKERLBURIAN微 量氷結

貼降下測定装置を和用する事に し潅 。

さて今四種材料に就 き如上の方法によつて種々の測定を行つた結果を見るに(第 四表)

第 四 表:4種 植物の組織粉末加水浸出液と生組織塵搾液(熱 殺式の)の 性状9比 較

1)屈 析率からSCH(SNitodw's・tabieによつて砂糖濃度(%)に 換算したもの
2)1容 積法によった浸出液の濃度から重量に5倍 の丞を加へて得た浸出液の濃度へ換算したもの

3)全 材料の平均値を100に 探 りたる比敷
4)非 豊生多汁植物の平均値を100に 探りたる比数

大腱に於て實験第三 と同義の成績が得 られてゐるの であ り,

(一)組 織粉末加水浸出液の調製 を容積法で遣つた結果と,換 算に よつて求めた重量法によつた

結果とは甚だよ く一致 してゐ るのは注 目に値する事で,此 場合比較材料4種 の乾燥物質の比重或は

粉末比重には大差がなく,從 つ て乾量法の成績には此種の比重の相運に由來する表示上の誤差は僅

少である筈で,随 つて乾量法によつた成績は此場合信頼度が高いものと言ひ得る.もされば此場合容

積法によつた成績が乾量法にまつた成続と甚だよく一致 してゐる事は,容 積法の正確さを間接に誰'

明 してゐる事となり.容 積法に俘ふ粉末容積測定上の不公平叉は誤差奏の懐疑は杞憂に過 ぎない事

が示されてゐる諜である。

(二)組 織粉末加水浸出液の滲透堅と比電氣傳導度によつた比較成続は互によく一 致 してゐるノ。

之は比較材料に含まれた滲透 堅的有効物質が主 として電解性物質であつた と想像することによつ

て理解 される さもあるべき成 続である。ところで爾者の 値は何れ も盛生多汗植 物に於て著 しく大

であるの を見るが,之 も盤生植物には電解質が多量に含まれてがる事に由來する當然の結果 と認め



られ る。

一方に於て生植物からの組織墜搾液の滲透堅と比電氣傳導度 との測定成績を見ると
,矢 張 り比較

材料間の値の相違は大饅に於て爾者類似の傾向を示 してゐるが,此 場合非塵生植物 と盤生植物との

間の値の開きが粉末加水浸出液の場合よりも著 しく大きく現はれてゐるのが注 目される。 之は爾

者の間の含水量の顯著な相運(第 四表,含 水量参照)に 由來 して,昨 盤生植物では溶質牟著 しく淡

められ,盤 生植物では反封に割合に濃 くなつてゐる事に露因するもの と解せられる。

即 ち比較材料間の電解質共他一般可溶性物質の含度 を比較する場合,勅 末加水浸出液(粉 末浸 出

液法)に よつたの と生植物堅搾液によつたの とでは 含水量關係から來る意 味の異なつた結果に到

着するのであ り,前 者は比較材料の含水量が互に等 しい場合の可溶性物質の濃度 を示 し,後 者は含

水量の差異叉は一時的 な変異の影響下にある當座的な濃度を示す事となる。随つて含水關係の変異

から開放 された條件下に於ける比較 を目的とする場合には「粉末浸出液法」が採用 さるべきである。

(三)次 に屈折率の測定成績若 しくはそれから換算された固形質濃度に就て見るに,粉 末加水浸.

出液では,大 饅粉末比重の高い材料に高く,低 い材料に低い値を示 してゐる事は之までの實験成績

と同様であるが,生 植物の組織墜搾液では此關係が少からず齪れ,明 かに含水量の相運に由來する

濃度の変化を見セてゐるのであり・屈折率に有効な物質共物の含度を知る必要Qあ る場倉には是非

とも粉末浸出液法によるべきことが示されてゐるb

而 して粉末加水浸出液に 於ける屈折率による固 形物濃度の測定成績 と同 じ液に於ける滲透壓 及

び比電氣傳導度の測定成績とを比較 して見ると,此 闇に顯著な差異あるを発見するのであ り,後 二

・者に於ては非盤生植物の値は盤生植物の値に比 して顯著に小であるのに,前 者では左様な事は見ら

れない 。之は既に前記の實験成績でも認められたところであるが,そ れ等の場合では滲透塵は母植
だ

物の組織液で測定 した値 を引用 し論議 したに過 ぎないのに,此 實験の場合は母植物の組織墜搾液の

みならず粉末加水浸出液 それ 自身に就て,屈 折率あ測定 と平行的に滲透壓 及び比電氣傳導度を測定

したのであるから,如 上の立言に一層 力ある確誰を與へた事となる。即ち滲透壓 や比電氣傳導度の

比較では可溶 性膠様物質の存在が無視 されるのに・犀折率の測定には之が無覗されなV}故 に・全可

溶性物質の濃度 を知る必要のある場合には,屈 折率測定若 しくは之に準ずる方法 を探るべきである

事が明示され旋 課である。

(四)斯 くて組織粉末加水浸出液 を利用する方法即ち粉末浸出液法には,比 較材料の含水量の相

違若 しくはその一時的な変化 に由來する比較 ヒの不公平 を完封 し得るといふ特徴がある。併 し此

場合 と難 も,そ の可溶性物質の濃度を測定する方便として滲透壓 叉は比電氣傳導度の測定 を行ふ時

妹・滲透厘的有効物質叉は電解 性物質以外の可溶性物質の存在が無視 されそ歓瓢があ り,屈 折率の

測定叉は之に準ずる方法によ る時は此献黒占が解消される事 となる。 故に結局粉末浸出液法を採用

し屈折率測定をする事は,比 較材料に含まれる全可溶性物質の含度に由來する生理生態的性能を比

較する上に最 も都合の よVb方法であると言ひ得る。

實験第五:現 地研究,同 一種植物の陽地と陰地とに生育するものの間の比較

實験第四までは総て實験室に於ける研究であつたが,本 實験は粉末浸出液法の野外研究への利用



効果を如實に示すべく,大 分縣下由布院村に出張,生 植物材料につき現地研究を要する部分だけ現

地滞在屯に施行 し,その必要なき部分は後に実験 室に於て追加研究を行ふ事とした。

用ひた材料は12種 であるが,同 一種の植物にしてなるべ く顯著に陽地 と陰地 との別ある生育地
ゴ

に生ずる材料の獲見に努め,一 つの生育地に生ずる一個醗若 しくは一群の植物から,葉 の葉片部を

2本 の相當大なる密閉可能のセノVpイ ド管に適宜量だけ採取 し,1本 は現地に携行せる天秤を以七

せる生量測定の用に供 し,後 なるべ く早 く材料を厚紙の上に並べて火鉢による火氣乾燥を行ひ,風

乾状態にまで乾燥 した材料を封筒に納めて保存,實 験室に錦來後乾 量の測定乃至製粉の用に供した、

1本 の セル ロイド管の内容は現 地に於ける假實験室に於て,鋏 を以て可 及的速かに 材料を適

宜に細切 しつつ護護栓を以て密閉し得る相當大形の硝子管に移 して密閉 し」100。Cの 熱湯中に15

分間侵 しで熱死せ しめ,之 を2分 して別々に墜搾器にかけ,組 織汁は之を各2本 つつの小形硲子

管に採 り,各 硝子管の内容につき3回 つつ屈折率を測定 したが,1っ の硝子管の内容の3回 の讃

みは常に同一であつた。 併 し今一つの姉妹硝子管の内容は 之と幾分讃みの差あるを見た 。之は墜

搾器にかけて得られた組織汁が前後によつて幾分濃度を異にする事に由來する。斯 くで1本 の硝

子管にて3回,一 墜搾材料につき3×2回,同 一種材料につき3×2×2・ ・12回の讃みの平均値を求

めて,該 材料の組織堅搾液の屈折率 とした。而 して此際翔ひた堅搾器は比較的小型の手廻 し式歴搾

器で,一 人のカーパイにて墜搾する事に し,用 ひた屈折率測定器は製糖會杜などにて・普通た使肝さ

れつつある携帯用簡易屈折計であ り,屈 折度の讃みは直ちに砂糖濃度 として護み得るや うに目盛 り

した ものである。随つて測定は室盗に於て行ひ,温 度修正は之を行はながつた 。

一方封筒に納めて福岡 の實験室に持蹄つた材料は
,型 の如く電熱式乾燥器にて絶封乾燥後,乾 量

測定 ・製粉 ・粉末容積測定等を行ひ,組 織粉末浸出液の調製には粉末容積1.3-1.6ccを 用ひた 。實

験第四の=場合と同一の操作を行ひ,屈 折率の測定 も同様の順序に從ひ20。Cに てABBE氏 屈折計

を用ひて測定,乾 量法による浸出液調製は之を行はず,實 験第四の場合 と同様に計算によつて同法

による表示を行つた 。今實験の結果を見るに(第 五表):

第 五 表:12種 野生植物の葉の組織粉末加水浸出液及び生組織駆搾液の濃度に於ける

陽地生材料と陰地生材料との比較

フ シ ノ キ

マ ヲ

ハ ンゲ シヤ ウ

ア の カ,ソ



ツ タ

ア ヲ キ

ニ ハ ト コ

ヰ ノ コ ヅ チ

ヘ ク ソ カ ヅ ラ

キ ガ ラ ス ウ㌻

ク ズ

イ タ ド リ

J

平 均

1)屈 折率からSCHgNReCK'stablegcよaて 砂糖濃度に換算 したもの

か 容積法によって求めた濃度から重量法によった濃度に換算 したもの

3)屈 折度が直ちに砂籏濃度を示すやうに目盛 した屈折計の譲み

ρ

(一)先 づ粉末比重は供試材料12種 中ハンゲシヤウ・アヲキの2種 を除けば,他 は総て陽地

材料だ於て大,而 して此2種 は何れ も陰地材料に於て妊盛なる生育麻態にある事を示 して殉たの

であ り,之 は陰地植物としての性状が然らしめてゐるのかも知れない 。全12種 の平均値に於て陽

地生と陰地生の比は100:89で あつた 。

(二)組 織粉末加水浸出液の容積法によつて 求めた濃度は矢張 り12種 の中 ハンゲシヤウ とア

ヲキの2種 に於ては蓮となつてゐるが,他 の種では何れ も陽地生の ものに於て著 しく大であ り,全

12種 の平均値では陽地生と陰地生の比は100:75で ある。而 して重量法によると,ハ ンゲシヤ

ウのみに於て陰地性が大,ア ヲキでは陽地生と陰地生 とに差な く,イ タ ドリに於て僅少ながら陰地

生に大 と出でて居 り,他 は総て陽地性に於て大,全12種 の平均値 では陽地 生 と陰地性 との比は

100:83と なつて居る・即ち何れに しても組織粉末の加水浸 出液濃度の陽地生と陰地生 との間の

差異は大鐙蘇 比重の差異 と翻 して嫡.な ほ蛇足ながら重量法によつた場合,粉 末上踵 の小な

る陰地生材料に於ける濃度値が容積法によつた よりも割合に高くなつてゐるのは,乾 物比量に由來

する表禾上の誤差と見るべきものである。 ・

(三)一 方生材料の組織墜搾液7)濃 度は12種 材料全部に於で陰地生材料が著 レく小であるの

を見・全部の平均値では陽地生と陰地生 との比は實に100:62と なつてゐる・.斯 くの如 く陰地生

材料に於ける濃度が顯著に小と出てゐるのは,該 材料が陽地生材料に比 して著 しく多量の水秀を含

有 してゐた事實(第 五表含水量参照)に 拍來する事確かである。即ち陽地生 と陰地生とめ間の如

く含水量に差異ある材料間の可溶性物質の含度を比較するのが目的の場合には,含 水量の影鞍 を受

ける生材料の堅操液の濃度 を以て比較するのは不合理であ り,組 織粉末浸出液の濃度を比較する事



によつて初めて所期の目的を達 し得る課である。

(四)以 上何れ に しても,ハ ンゲシヤウ アヲキの如く陰地生に於てより良好なる発育をなす材

料以外の10種 植物では,陽 地生に於てより良好なる発育をなし,そ れに伴つて組織粉末浸出液の

濃度は粉末比重と共に,陽 地生材料に於て陰地生材料に比 して明かに大であり,之 は爾者が何れ も

組織の物質充實度を示す目安であり得る事を示 しtゐ るに外ならぬのであ り,例 外としての2種

植物に於て關係が逆 となつてゐる事 も,同 じ事を意味 してゐると見られる。

實験第六:.現 地研究,同 一一種植物の成葉と若葉 との間の比較

實験第五 と同様i:大分縣下 由布院村に於て行つた實験で,用 ひた材料は6種 であ り一個盤若 しく

は一一群の同一種植物より成熟葉と未域熟若葉 とを採取 して,比 較實験を行つた。實験方法及び順序,

.は縫て實験第五の場合と同一である・

今その成続を見るに(第 六表),

第 六 表:6種 野生植物の葉の組織粉末加水浸出液及び生組織墜搾液
の濃度に於ける成葉と若葉との比較

ッ ル ゥ メ モ ドキ

ウ ツ ギ

ミ ヅ キ

ハ コネ ウ ツ ギ

ノ ブ ダ ウ

イ ヌ タ デ

平 均

1)2)3)第 五表の脚註参照

(一)用 ひた6種 材料総てに於て,組 織粉末此重は若葉に於て大,全 材料の平均値忙於け.る成

葉 と若葉との比は100:114で ある。

(二)組 織粉末知水浸出液の濃度は容積法によれば矢張 り6穂 材料何れに於て も若葉に大なる

を見るのであ り,平 均値に於ては成葉 と若葉 との比は100:134'と なつてねる。即ち粉末比重の高

い若葉に於て浸出液の濃 度 も高い点に於て,6材 粁共一致 してゐる。 然 るに乾量法 によるときは

6種 の材料中5種 に於ては矢張 り若葉に於て濃度が大 と出てゐるが,ハ コネウツギでは却て成葉

に大 と出てゐる5而 して若葉の方の濃康が大と幽てゐる5種 材料何れに於て も,之 が高い程度は



容積法によつた場合に比 して小であ り,6種 材料の平均値に於ける放葉 と落葉との比は,容 積法に

よる蒔は100:134で あるのに,乾 量法に零ζ時は100:115と なつてゐる。之は乾量法によつ

た成績には乾物比量(粉 末比重)9相 違に由來する表 示上の誤考が加はる結果・粉末比重の高い若

葉に於ける浸 出液の濃度が過小に幽る事となる事に由來 して ゐる必然の結果である。即ち此種の

場合には粉末加水浸幽液の濃度の 比較 を合理的な らしめんためには,容 積法に よるべ きである事

が判る。

(三)生 材料癒織の堅搾液の濃度を見ると,6材 料中の3種 に於ては若葉の方が明かに小 と出

て 居 り,他 の3種 は反封に若葉に於て大と出てゐるが,後 者の3種 では若葉の方の濃度が大であ
9

る程度ほ,粉 末加水浸 出液の場合に比 して著 しく小である。而 して用ひた全材料6種 の平均値に

於て,成 葉壬若葉 との間d)比 は100:92で,若 葉に於て明かに小と出てゐる。

此場合組織墜搾液の濃度が若葉に於て小と出てゐる事を以て,可 溶性物質の含度が若葉に於て小

であると解繹するとする芝・着通生理學上の常識から見て不可解な一事 となる。併 しこの解繹には

無理があるのであ り,本實験に於ける測定成績は測定當時に於ける組織の含水關係によつて成立 し

てゐk組 織汁の濃度 を示すだけであつて,可i容 性物質の含度を公平に示す所以のものではない筈で

あ る。即ち各材料た於ける含水度を見ると(第 六表含水量参照),6材 料何れに於て も域葉 に比し

辞 嘩 て薯し!大 泌 含厳 に在福 が示されてゐる・随つて糠 繍 中Q液 汁はそれだけ淡
い状態に存 した繹で,繹 度測定値が實際に於て低 く出た所以が此虞にある。即ち葉に於ける可溶性

物質の含度が若葉に於て小である如 く表示されたのは,比 較材料の含水量の相違に由來 した表示上

の誤差に由來 した ものである事が判る。

(四)斯 様な繹で成葉 と若葉との間の如 く,含 水量に大差ある材料間に於ける物質充實度の比較

・の一 目安として可溶性物質の含度を比較せんと企つる場合の如きには,生 材料の組織墜搾液 を以て

する時に棲誤れる結果に到着する虞がある9で あり,一 方組織粉末加ラk浸出液では,比 較材料間の

含水關係を同rな らしめた もので あるから,此 種の不安不便か与開放され るといふ有利な黒占がある

のである。

IV綜 谷 考 察

以上實験第一乃至第六の威績を通覧するに,凱 に豫報に於て植物§豊組織粉末の加水浸出液に於け

る屈折率測定の利用効果を述べた顯のその儘を一層確實に裏書きしてゐるのであ り,浸 出液の屈折
ノ

率或は可溶性固形物濃度は大燈に於て粉末比重の大㌃る材料に於て大であ?て,前 者は後者と同様

に母植物に於ける組織内物質充實度を示す〕つの目安た り得る可熊性を認め得る事は,保 存粉末を

以てせる實験第一乃至第三,生 材料を以てせる實験第四乃至第六何れ もが之を讃 してゐる。
'而して組織粉末

の加永浸 出液の濃度を以て組織の 物質充實度を示す一 つの 目安た らしめんとす

る場合,具 農的に言へば,全 可溶性物質の含度を知 らんとする場合には,浸 出液の調製には重量法

によるよりも容積法による方が無難であ り,殊 に實験第二,第 三の如 く多藪の比較材料間に乾物比

量(粉 末比重)の 差異が著 しく大である時,或 は實験第六ゐ場 合の如 く比較される2つ め材料間



に乾物比量の差異の一定 した傾向が顯著である場合などには,重 量法によるときは之に由來する表.

示上の誤差が大なるべきことが豫想されるのであるから,是 非とも之を敬遠 して容積法によるべき

である。

元來粉末加水浸出液は,組 織粉末調製に加熱操作を行つてゐるのであるか ら,加 熱のために凝固

する等の事によつて,可 溶性物質の幾分が不溶性化する事によつて,そ の可溶性物質の含度を幾分

低下せ しめて居る事を念頭に置かねばならないのであり,此 事は實験第四に於ける磨潰式と熱殺式

との2種 の異 なれる組織墜搾液に於ける濃度の 比較成績によつて明かであるが,從 摩最も普通に

行はれて來た生組織墜搾液の調製法はこの熱殺式調製法であるか ら,本研究に於そ も生植物の墜搾

液に就ては専 ら此熱殺式方法を採る事に した(實 験第四,第 五,第 六)。 之には生植物堅搾液の濃度

關係 と組織粉末加水浸出液の濃度關係とを比較 考察する上に可及的に 合理的ならしめんとの 目論
1

見 も含まれてゐる。だが生植物内に於ける全可溶性物 質の含度を出來る限 り如 實に示す必要のあ

る如き研究場面に於ては,こ の熱殺式の可否に就て徹底 した検討 を要すること無論である。
く

それはそれ とし,調製 された粉末加水浸出液の濃度は∫場合によつては滲透壓 の測定によ り或麟

叉比電氣傳導度の測定(實 験第四参照)な どの方法によつて之を表示する事が出來る繹であるが,

此種の方灘 よるときは夫々限られた獅 即の物質の濃度が判るだけであつてみ るべく廣い鞭

の可溶性物質の含度を知る事によつて,な るべ く合目的に組織の充實度を示さんとする如き場合に

は,屈 折率測定叉は之に準ずる方法によるに如 くはないことが,本 研究によつても明示されてゐる。

組織粉末加水浸出液は比較材料の含水關係の公平 である黙に優秀なる一 特徴を認むべきであρ・

此種の有利法瓢は生植物の組織 墜搾液には求め得 られない 。 比較材料の含水關係 の変異が大なる

時は・可溶性物質の含度を比較する上に・含水量の相違に由來する表示上の誤差に邪魔されること

は實験第四,第 五,第 六何れに於て も認められ る事であり,殊 に實験第六の場合の夘 きは,此 邪魔

のために合理的な方法によつた 結果とは全然逆な結 果に到着する事さへある。即ち生植物の組織

浸出液によつて母植物の可溶性物質の含度を比較せんと企てる場合には,比 較材料間の含水度の相

違あ りや否やに大なる警戒を要するQに,粉 末加水浸出液によるときは,此 種の警戒を要 しなPt。

斯襟な諜で種々生態状態を異にする植物盤の組織粉末浸出液を利用する事によつて・母植物醗㊥

性状を推知する一つの 目安を求めんとする行き方は,從 來普通に行はれて來た生植物腱の堅搾液を

利用する方法に比 して,い ろいろ優つた鮎を持つのであ り,之 を一般生物學に於ける生理生態學的

研究場面に於ける一新研究法としそ提供する事は有意義なご,とであると思はれる。依つて之に 「粉
'

末浸出液法,jな る名稻を附 して學界に提供する事 としたのである。

＼即ち蝕に提唱 される 「粉末浸出液法」 とは生物腱の乾 燥粉末の一定量に適 宜なる一定 量の蒸溜
コ ロ

水を添加 して,一 定公平なる虞作の下に浸出液を製 し,そ の濃渡 《又は個々物質の含度)を 測定比

鞍 ずる事によつて・母生物蹉内に於ける可1容性物質の含度を比較 し・延ては母生物匿に於ける抑質

充實度を知る一つの 目安た らしめんとするものであつて,浸 出液調製に際 しては,比 較材料間に乾
　

物比量(粉 末比重)の 大差なき限り,粉 末の一定乾量(重 量法)を 基準とするも差支ないが,之 に

大差あ り若 しくは其の 疑ある場合に嫉,組 織粉末法の原理に從つて,乾 燥粉末の一定容積(容 積



法〉を基準 とすべきである。而 して浸出液の濃度は與 へられた場合の註 文又 は研究目的の如何に

よつて,そ れぞれ合 目的な方法を採ればよい繹であるが,浸 出液中の全可溶性物質の含度を知 りた

い場合には,屈 折率の測定叉は之に準ずる方法によるべきであるゐ

「粉末浸出液法」 が生理生熊學上の研究法として 生植物組織歴搾液による研 究法に比 して都合

のよい今一つの黙として看過 してはならない事は,乾 燥材料若 しくは多年乾燥状態に保存 されてゐ

た材料をも有効に利用 し得ることである。實験第二 ・第三に用ぴた材料は粉末状態に於で満2ケ

年以上保存 されてゐたもの,實 験第一のは實に15年 間乾燥粉末状態に於て保存されてゐた材料で

ある。實瞼第五 ・第六に用ひた材料は,野 外に於ける現地研究に於て不便を忍びつつ假實験室に於

て生材料組織墜搾液の研究を行つた材料と姉妹關係にあるもので,組 織浸出液研究用の材料は現地

に於ては単に材料を言及的速かに風乾状態にまで乾燥 させるまでの操作を施す海けで,後 は實瞼室

に持ち館つて仕事を続ければ足るといふ便利 さである。

以上之を要するに,植 物又ば一般生物の組織粉末を基礎 として,「粉末浸出液法」 に則つてでの
ノ

屈折率を測定比較することは,加 熱によつて凝固 し不溶解 性物質と化することあるべき物質以外の

全可溶性物質の濃度を知る所以であつでジこの月的のためには滲透壓 の測定或は塊電氣傳導度測定

に優ρて居 り,可 溶性物質から見た組織の充實度を示す一つの優秀な多目安た り得る'もので,全 乾

燥物質から見た組織Q充 實度 を示す一つの 目安として役立つ組織粉末比 重の測定と類似な若 しく
●は協 力的な効果を持つ ものであると認められ

,ま た所謂組織粉末法に属する一つの新らしき利罵場

面を開拓するものである。

V摘 要

1)本 研究は婁に豫報的に発表 された植物組織粉 末の加水浸出液に於ける 屈折率の測定 と共の

殻果とに就て,一 麿廣い範團の材斜に就て追加實験を試み,既 発表の言読をよく裏書し,更 に庇 方

法の優秀若 しくは有利な鮎に就ての實験的謹明を加へ,之 に 「粉末浸出液法」 なる名稻を輿へて,

生理生態學上の一新研究法として學界に登場せ しめる事を企圖 した ものである。,'

2)「 粉末漫出液法」 は植物に限らず一般生物腱組織内に於ける可溶性物質の 含度叉は濃度の比

較乃至物質充實度の比較に於ける一目安を得る目的を以て効果的に利用 し得るものであ り,共 方法

は生物膣の乾燥粉末の一定量に適宜なる一定量の蒸溜水を添加 して浸出液 を製 し;そ の濃度(若 し

ぐは個々の物質の含度)を 測定するに在るが,こ の際組織粉末法の原理に從つて,乾 燥粉末の二定

容積を基準に採るを以て本筋とする。而 して性質ξ異に した材料間の比較を行ふ場合には,全 可溶

性物質の含度を知る目的に叶つた屈折率測定法叉は之に準する方法を施行すべきである。

3)「 粉末浸出液法」の施行は生植物材料のみならず,乾 燥材料乃至乾燥状態に 於て久 しく保存

された材料に於て も有効に利用 し得る有利な黙を持つ。されば此黙のみに於ても,生 植物組織の墜

搾液を利用するのに勝つてゐるのみならず,篠 者によるときは可溶性物質の含度表示の上に於て比

較材料の含水驕係の相違に由來する表示上の不公平叉は誤差を蓬れ得ないのに,「 粉末浸出液法」

には之を完封 し得る長所がある。



4)「粉末浸 出液法」に則つて屈折率を測定 比較する事は,全 可溶性物質ゐ濃度乃至組織の物質充

實度を知 らんとする如 き場合の測定方便 としては,滲透壓 の測定,比 電氣傳導度の測定等に比 して

優つてゐるのであ9,粉 末比重の測定に類 した或は之に協 力的な効果を齎す一新研究法 として,所

謂組織粉末法に属する一利用場面を開妬するもμ)である。併 しこの方法を施行する時は,製 粉操作

中に加熱せ られるのであるから,加 熱によつて組織 を殺 して厘搾液を採る場合 と同様に,凝 固性物

質の不溶解性化による溶解性物質含度の低下あることを考慮に加へ置く必要がある。
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   REFRAKTOMETRISHE BESTIMMUNG DER KONZENTRATION 

   DES WASSERIGEN EXTRAKTES AUS DEM PFLANZLICHEN 
     GEWEBEPULVER, UND  „  PULVEREXTRAKSMETHODE  " 

(Zusammenfassung) 
                    Riichiro KOKETSU 

                     Ryohei TAGUCHI 

                    Rinpei OMURA 

   Hier ist eine weitere Untersuchung ausgefiihrt, urn die Verlassigkeit des 

in der diesbeziiglichen vorlaufigen Mitteilung' beschrieben Ergebnisses zu 

prufen, and es wurde konstatiert, dass die refraktometrische Bestimmung 
der Konzentration des Extraktes aus dem Gewebepulver sehr zweckdienlich 

fur physiologisch-okologischen Zweck ist, wie es bei der Bestimmung des 
spezifischen Pulvergewichtes der Fall ist, indem diese beide namlich als die 

Indexe der Stoffreichlichkeit im Gwebe anzuwenden sind. 

   Die Benutzung des wasserigen Extraktes .aus dem Gewebepulver hat 
vorteilhafte Punkte; dass erstens die Konzentration der zu vergleichenden 

Materialien nicht ungiinstig durch die Verschiedenheit des Wassergehaltes 

beeinflusst wird, wahrend es bei der Konzentration des Pressaftes aus dem 
frischen Gewebe der Fall ist ; and dass zweitens die zu nutzenden Materialien 

nicht nur frisches Material, sondern auch ausgetrocknetes oder lang konser-

viertes Material sein konnen. Diese Methode venannt von uns .. Pulver-



 extraktsmethode  " snag also eine neue nutzbare Untersuchungsmethode im 

Gebiete der Physiologie and Okologie sein. 

   Die Konzentration des Extraktes kann mittels verschiedener Verfahrenen 

bestimmt werden, aber die refraktometrische Methode besitzt einen Vorteil, die 

gesammte Konzentration der loslichen Substanzen in einer Losung ohne weiteres 

bestimmen zu: konnen, wahrend es bei der Bestimmung des osmotischen 

Druckes oder der elektrischen Leitungsfahigkeit nicht moglicht ist. Bei der 

Herstellung des Extraktes kann man eine bestimmte Menge Wasser in ein 

bestimmtes Gewicht Purver giessen. Falls aber das spezifische Gewicht der 

Trockensubstanz oder das spezifische Purvergewicht an den zu vergleichen-

den Materialien verschieden voneinander oder vorlaiifig nicht bekannt ist, ist 

es doch sehr empfehlenswert, ein bestimmtes Volumen des Pulvers zu benut-

zen ; was nach dem  Prinzip der sog. Pulvermethode leicht verstandlich ist. 

   Jedenfalls ist hier ein neues Anwendungsgebiet der Pulvermethode offen-

bar dadurch gemacht, dass eine neue Herstellungsmethode des pflanzlichen 

Saftes oder vermutlich auch des tierischen aftes, _ genannt „ Pulverextrakts-

methode " vornehmlich volumetrisch ausgefuhrt wird. Alle Ergebnisse, 

welche durch die Versuche nicht nur von konservierten Materialien sondern 

auch von frisch gesammelten gewonnen wurden, zeigten namlich, Bass 

solches Verfahren dieser Methode mit gutem Erfolge, immer wie erwartet, 

fur unseren Zweck gnwendbar ist.


